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4.9 暗号アルゴリズムの危殆化対応







https://repository.secomtrust.n
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該電子文書の原本性を確保し証拠性を高め



mailto:tkctimestamp@tkc.co.jp
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b) 戦争、暴動、変乱、争乱、労働争議 

c) 放射性物質、爆発性物質、環境汚染物質 

d) 通信回線の不通 

e) その一� ���の



/tsa/repository
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当時刻認証局は、機密扱いとした情報を
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2.7 個人情報の扱い 

 当時刻認証局は、利用者から提供される個人情報を、本サービスを提供する為に必要な範

囲内でのみこれを使用するとともに、不正な手段による個人情報の取得は行わないものと

する。また、当時刻認証局は、業務上必要な期間を経過した後は、個人情報の廃棄、又はそ

の他の処理を行う。 

当時刻認証局は、個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、改ざん、漏洩、その他の

危険に対し合理的な安全保護措置を講保護個� の取的を本ス段紛保護

http://www.tkc.jp/inquiry/privacy_policy
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講ずる。アーカイブデータのバックアップは、定期的に外部記憶媒体に取得し、適切な入退

室管理が行われている室内に設置された施錠可能な場所に保管する。 

 

4.4.4 アーカイブデータのバックアップ 

 アーカイブデータは、所定の方法、手順によりバックアップを行う。 

 

4.4.5 記録へのタイムスタンプ要件  

 記録に時刻情報を付与するコンピ
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秒以内に維持する。 

 

4.8.2 タイムスタンプユニットの時刻精度 

 当時刻認証局は、当時刻認証局の使用するTSUの時刻精度を、NTAに対して１秒以内に維

持する。 

 

4.8.3 時刻のトレーサビリティ 

 当時刻認証局は、当時刻認証局が運
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6 技術的管理 

6.1 鍵ペア生成とイン
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6.2.6 暗号モジュールへの秘密鍵格納  

 TSUの秘密鍵は、暗号モジュール内で生成され格納される。 

 

6.2.7 秘密鍵活性化方法  

 暗号モジュール内の秘密鍵の活性化は、複数の鍵管理者の下により所定の操作で行う。  
  

6.2.8 秘密鍵破棄方法 

 暗号モジュール内の秘密鍵の破棄は、複数の鍵管理者の下により所定の操作で行
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